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ラ
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/
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ア
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サ
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ボ
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ボ
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⑤
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湾
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ヒ
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…
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わ
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叶
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催
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仁
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。
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す
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と

る
ス
1
レ
ス
へ
の
討
論
に
は
z
油
淵
~

訓
か
U
恥
殺
し
…
い
わ
れ
亡
い
ま
す
e

チ
ャ
リ
テ
ィ
・
ゴ
ん
ア
士
会

w
v
n
同
時
い
山
内
8
H
U
(
l
r公

w
v
場
一
的
核
係

Y
Y
川市
y
浜
島
市
部

V
番
加
資
1
ケ
n
l
万
叶

性
交
付
~
ワ
レ
!
品
目
含
ま
な
い
〆

V
定
蹴
問
l
J
，
οぉ

d 

。

円

、

中

川

グ

ル

1

1

0

0

川

門

F

C

M

H

お

u一
日
)
男
子
ミ
、
ぺ

V

場

四

例

市

災

昨

湾

総

V

申

し

込

み

ハ

ヴ

キ

に

住

所

、

氏

名

、

年

、

女

子

A
B
B
一
子
情
日
日
司
8
リ
ロ
-

V
参
加
務
…
検
辺
、
G
o
o
m
円
高
ん
や
齢
、
性
別
、
収
品
番
号
を
叫
記

L
、
い
す
れ
も
午
、
出
v
o
時
川
町
一
刀

校
ル
ム
2
z
、
り
り
o
m
円
若
松
1
0
1
的
7
内
2
0
6
鈴
木
健
一
一
w
v
場
所
市
川
町
体
育
日
開
テ
ニ
ス
コ
-
J

w
v
唱
し
込
み
ハ
庁
キ
に
作
所
氏
名
目
州
(
山
一
一
三
7
心
。
7
へ
一
山
月
日
日
必
着
一
V
事
加
費
1
ベ
ア
t

に
つ
き
4
0
0

十

i

ム

名

一

時

立

明

記

て

代

喪

主

唱

一

一

円

一

当

日

集

め

ま

す

一

一
市
民
軟
式
テ
ニ
ス
大
会

定

沼

間

醤

号

を

記

入

、

a

v

、

山

山

月

刊

日

〈

M

L

着

)

…

v

参

加

資

格

市

内

在

住

E

'

U安
打
kJ

ま
で
に
お
一
戸
1
9
0
小
野
壊
持
母
〈
品
)
v
a
時
刊
月
日
日
(
日
)
市
平
へ
の
場
介
w
v
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
ハ
ム
ワ
キ

1

4

0

2

へ

日

月

1

H

(

日

)

に

出

川

崎

ク

ラ

ス

の

ベ

ア

ー

の

住

J

叶

、

氏

;
l
i
l
i
-
-
;
1
1
1
1
1
1
1
V
場
所
行
氏
本
立
F
b
一
ケ
ニ
ス
コ
j
j
名
年
齢
一
屯
話
器
り
を
明
記
し
、
川

両
白
川
J
1
6
1
1
1
J
十
3
J

快
晴
V
種
目
E
L
f
-
部
・
0

ム
部
η
9
H
ま
で
に
州
内
北
一
日
7
z
m
〉
M
O

w
v
日
時
m
w
n
丹
江
口
(
日
}
宇
山
m
q
持
続
女
「
一
郎
三
郎
、
社
年
男
f
p
日

I
高
山
英
志
宮
山
M
6
5
2
2
ヘ

w

v

調

嶋

田

町

市

M

A

什

作

品

目

品

開

J

1

4

ト

一

込

A

上
市
川
、
8
1
中
徒
、

E
H
初
判

明

v
韓
一
再
開
市
力
主
Y

ン

ク

ル

マ

、

男

友

タ

マ

参

加

賓

待

わ

匂

在

作

‘

h

釣

品

l

l

}

一コ

A

市

民

剣

道

大

会

7
ル
ス
(
1
押
印
、
2
第
一
u
h
X
ロ
ダ
ブ
ル
ス
校
主
以
上
2
よ
乙
市
迄
な
在
H
H
ι
一
A
H
|
}

マ
参
加
資
格
市
内
正
ハ
H
ト
仕
掛
刊
、
h
w
v
t
F
加
料
:
f
i
ム
2
0
υ
可
J
V
日
時
刊
行
凶
日
…
口
一
午
前
o
の
時
刊
日

字
め
い
々
で
中
学
生
円
以
i
i
人
2
掛
け
口
町
v
申
し
込
み
パ
カ
キ
て

ι円
5
日
ま
一
分
受
付
h
y
時
間
八
百
六

以
内
‘
M
m
J
円
以
下
の
出
力
子
江
タ
フ
ル
ス
、
て
に
か
J
i
内
出
の
9
中
村
正
一
宮
M
V
場
所
市
民
体
蒋
係

れ
批
ム
リ
タ
ブ
ん
ス
H
M
悲
し
ヤ
勺
し
れ
な
い
間
3
0
5
2
ヘ
マ
審
加
資
格
市
内
亦
版
、
作
助
、

ι

子
タ
プ
ル
ス
2
押
印
4
4
h
刊
乙
詫
ヲ
よ
い
p
n
v
一
i
j
i
l
i
l
-
-

字
巧
五

t
以

上

な

f
け
れ
ん
し
し

L
H
一
市
民
一
硬
式
テ
ニ
ス
笠
宮
芸
加
費
露

E
K
2
1円

(
ダ
ブ
ル
ス
戦

)

3

:

手
お
よ
び
京
礎
的
明
人
を
付
雪
「
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
η
学
生
以
下
1
t
i
m
門

w
v
参
加
融
R

I
人
E
Z
日
開
討
に
〉
弘
、
之
O
E
V
口
H叩
恒

M
H
月
山
m
H戸
H
下
田

H
F
R
女
V
穣
西
口
小
下
校
初
心
詩
ぷ
恥
り

wv
問
時

脚

v
機
所

w
v
機
隠
山
川
仲
内
戦
一
4
量
一
m
2
協
同
~
、
?
?
?
?
ふ
i

ム
6
人

w
v
試
合
中
点
淡
リ
;
ク
的
判
決
勝
。
H
t

J
y
d

ン
ー

w
v
品
世
相
刷
機
1
チ
・
ム
之
、
ち
り
G
m
円

V
参
加
資
格
市
内
λ

い
ハ
説
的
家
庭
成
人

に
よ
る
チ
i
ム
マ
師
同
時
い
刊
号
口
径
ハ
ム
ム
J
h
寸
前
8
持
部

w
v
申
し
込
み
波
紋
l
3
?
?
リ
も
絞
醇
分
会
円
午
後
4
待
相
分
ま
で

ー
け
ず
岱
同
!
u
n
d
u
n
J
n
w
v
時
務
市
山
ハ
伴
内
育
館

w
v
締
め
切
り
い
山
月
刊
日
H
必
岩

V
事
加
資
柑
惜
し
市
山
内
向
設
中
小

「

v

申

L
込み各州幾悦申京夜京，哨述担ん合￥い崩単師軍十
μ位
比
に
よ

市
民
ソ
フ
ト
ト
ト
... 
ボ
i
ル
大
会
‘
2
L
L
、
、
、

i一FE毛EF弘トt?一z1εf4

「「fi;4ir:?i?ir:i3i}l}liiiiilii}ilillillL一川d弓句
υ立一千詩d詩t
之空一
4“透沿壬仁主ι!カれ刀
υ1弘主L7i!'2毛、、ヌEふ兵と介乞一ダ

噛

vv悶時川川山汁山悶川口一U♂ご一二一吊の川ド
ιヘ
的
坤
埼
d
て
見
出
し
て
く
ど
き
い

ん
け
い
山
川
叩
日
一
日
一
V
支
出
撞
伐
保
子
よ
円
曲
叫
ん
苧
ス
k
i
y
k

v
場
所
河
川
教
ク
ラ
/
ト
会
章
一
一
行
委
員
会

V
種
目
一
一
世
兇
・
丘
一
中
詐
バ
ム
も
た
七
一
マ
問
い
合
わ
せ
嬰
辻
義

1
1
1
J
ム

mhh;:
一
バ
ス
ケ
ッ
ト
ポ
山
町
百
九
一
会

川1
3
2
T
Mチ
l
r
L

「

l
i
l
i
-
-

w
v
申
し
込
み
刊
月
8
H
-
巴
希
一
堂
て
w
v
R
時
山
山
円
一
品
口
一
日
主
主
ひ
口
九

手主主菓子型軽f支持丹念童謡罪者数悲喜11::磁緩

き

毒静

511 



1987. 10. 1 (2) 

あ
判
妙
だ
は
畿
幽
耕
h
L
自
信
あ
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ど
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的
医

療
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町
闘
と
隣
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守
る
た
め
に
接
関
係

総
事
長
を
行
っ
て
い
ま
す
時
今
年
波
も
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の
返
り
医
療
賢
明
朗
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俊
一
判
い
ま
す
匂
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乏
人
然
的
関
対
故
殺
合
除
く
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お
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1
潟
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し
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滋
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円
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数
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療
州
日
総
印
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通
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皆
さ
ん
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療
臨
関
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気
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問
治
療
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関
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側
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滋
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て
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同
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年
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分
で
保
険
料
を
納
め
て
い
る
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で
、
内
総
沖
倒
的
事
品
川
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病
気
、
災

療
等
め
酬
端
的
で
保
険
料
を
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払
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こ
と
か
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出
殺
な
場
合
に
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め
門
し
れ
る
か
ど
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申
議
品
開
設
め
日
制
度
が
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ま
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か
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点
下
車
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伐
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句
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取
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ま
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仙
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れ
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。
今
町
時
刻
向

山
叩
叫
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れ
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検
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司
幼
稚
聞
に
お
出
か
け
く

ど
き
い
。

512 

話震
は鼻

持穣
h iZ69 
千語

i E詩

市
内
容
さ
ら
に
党
爽

間
庶
民
子
様
m
m
州
問
的
杯
附
山
内
チ
給

-
市
貯
叫
川
口
約
数
引
仏
、
百
品
内

仕
事
に
役
立
つ
便
覧
な
ど
も
ん
除
リ

込
ま
れ
た
使
い
や
す
い
子
核
小
、
づ
っ

w
v
頭
価
ポ
ケ
ソ
}
絞
3
0
0
川
門

中
別
限
6
0
0
m

一

マ
申
し
議
み
い
刊
川
門
川
口
(
月
)
ま

で
に
議
ま
た
は
予
約
申
込
書

と⑮
@
⑧
 

問靴品製品ん幻

は
、
い
詑
涼
ス

ブ
4
i
y
ョ
ン

崎
1"さ ずこ{こらグ〉
、れ符 季語重な絡
たさき し、 Lも L、i二
牽tA. /'エミ¥ 包てよ
電内 11111.¥うね1
itkご v丸';:'1
と I品¥.../
蛍 jJ r町、¥
:えで {IJ署~ì

11義明/
し
む立て
よiえIli



-亜一一

倒
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協
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伐
の
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後
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時
持
開
問
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か
ら
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淡
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わ
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ま
し
た
り

V
帆
付
事
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手
掛
収
お
よ
び
手
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ち
ゃ
ん
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後
3
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i
か
だ
に
な
る

浴
誌
は
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叫
問
符
事
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第
1
初
日
け
は
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ス
と
世
間
内
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殺
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に
主
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よ
く
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ヴ
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塙
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友
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時
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付
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円
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帆
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事
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熱
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身
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仁
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開
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る
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け
ま
け
叫
ん
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け
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ま
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い
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縫
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時
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付
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抑
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が

と
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開
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時
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i
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淡
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的
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れ
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一
銭
然
災
対
設
帥
問
機
給
制
を
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め
日
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ま
す
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ま
た
、
学
校
・
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等
で
受

L
た
と
忍
わ
れ
る
人
は
品
川
け
ら
れ
ま
け
せ

往
で
一
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い
ま
す
り
用
約
問
後
機
院
に
よ
け
て
い
な
い
人
も
ゅ
ん
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し
て
く
だ
さ
い
υ

ん
c
*各
奈
川
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と
も
絞
車
場
い
か
品
り
ま

り
も
給
付
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、
肱
仰
が
ん
そ
の
他
的
疾
患
を

V
治
意
象
?
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杭
械
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ボ
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閥
的
な
い
せ
ん
行
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中
で
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来
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は
ご
遼
謹
〈

早
期
h
M
M
凡
す
る
よ
い
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開
会
で
f
o
ぜ
ひ
も
的
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終
的
し
‘
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ラ
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号
・
ネ
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だ
さ
い

グ
レ
ス
等
は
お
け
て
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ど
さ
い
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市
上

め
時
開
閉
め
か
ち
ゃ
え
を
中
心
に
亦
ち
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へ
ん
徐
州
総
会
絞
っ
て
い
ま
す
U

手
足
を

よ
く
勅
か
す
こ
と
な
と
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お
母
さ
ん
円

例
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か
け
に
よ
一
て
よ
ち
ゃ
z

ん
め
成
以

キ
ヱ
;
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し
い
も
め
に
す
る
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)
と
み
ω
で

き
ま
す
ぐ
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お
い

V
摺
談
内
総
身
体
計
川
州
、
亦
ち
ゃ
ん

休
日
開
宅
殺
線
機
仙
州
、
時
間
刊
門
町
制
品
川
保
健

同
州
約
制
絞
な
ど

羽
川
町
川
崎
み
は
吋
ず
幾
康
子
緩
め
い
靴
、
斗

券
、
3
1
6
か
υ
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間
、
9
3
れ
か
付
制
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約
一
山
叫
し
作
一
帯
機
関
て
受
け
ま

v
k
〉

l
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夜
中
十
内
消
印
川
、
丸
山
闘
に
l
人
宇
き

し
、
か
た
よ
と
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ぶ
羽
山
内
げ
に
レ

ιめ

ば
え
て
槻
部
か
け
れ
一
か
勺
て
い
き
ま
す

子
ど
も
か
り

M
が
抗
日
せ
な
い
時
間
関
で
犬

家
主
将
mm
で
す
か
県
仁
的
主
生
治
初
日

間
山
を
身
に
つ
け
さ
せ
る
大
切
な
時
総
て

MML九
七
に
前
待
て
て
い
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に
も
フ
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伎

町
吋
司
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父
朝
間
約
出
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れ
そ
み
つ
め
な
お
し

…
小
見
マ
ヒ
生
ワ
ク
チ
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〈
ボ
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方
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投
与

曹
マ
対
験
問
附
加
判
的
問
年
3
日
月
以
前
例
に
生
ま

れ
、
ボ
リ
才
投
h
rを
2
度
済
ま
せ
て
い

な
い
光
「
1
m
H
と
2
河
口
小
川
路
淡
泊
M

6
初
出
間
間
以
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あ
け
る
ニ
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，
た
ト
々
も

一
判
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く
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噛
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l
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肉
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間
罷
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〈
ん

お
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さ
ん
、
サ
イ
ク
リ
ン
グ

に
巡
れ
て
っ
て

鱒
融
機
メ
問
中
・
・
問
題

満
腹
感
と
受
曲
担
感
の
な
り
た
ち

大
続
的
下
部
で
脳
下
垂
体
の
あ
る

す
ぐ
上
に
悦
床
下
部
と
い
う
と
事
}
ろ

が
あ
り
ま
す
。
ニ
的
州
問
問
下
部
に
治

相
峨
中
れ
と
波
紋
山
中
取
が
あ
り
も
満
腹

中
燃
が
制
刺
激
さ
れ
る
と
「
む
つ
令
一
べ

な
く
ご
も
よ
い
…
と
い
う
指
令
が
山
山
、

仙沼附眠中
umが
刺
激
き
れ
る
し
ζ

ご
覧
べ

な
さ
い
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と
い
う
指
令
が
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山
ま
ず
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閥
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床
下
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の
信
号
は
削
減
を
議

仁
て
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れ
る
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い
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日間号
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一
を
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て
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る
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川
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然
日
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と
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ザ
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仲
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が
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島
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中
の
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ド
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附
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〈
鹿
嶋
時
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作
斗
れ
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主
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と
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総
中
山
慨
が
制
判
撤
さ
れ
て
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も
う
食
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で
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う
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令
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ま
す
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食
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た
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出
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滋
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潟
絞
中
紅
一
一
が
刺
激
怒
れ
ま
す
市
「
ね

な
カ
い
っ
ぱ
い
段
べ
た
あ
と
お
務
態
が

忽
ニ
る
灼
は
こ
の
た
め
で
寸
コ
こ
丹
よ

7
な
州
問
山
附
子
総
て
発
生
す
る
本
能
的
な

食
欲
は
大
脳
皮
授
と
い
う
も
っ
と
い
姑
い

獄
出
に
ご
協
力
犠

V
時
同
月
7
5
(
本
J

午
前
日
時
か
ん
午
後

三
時
泊
分

V
場
所
殺
ぶ
子
間
航
潟
バ
M

山肌
ι
削

J
協
カ
私
利
い
い
は
、
刷
出
u
耐
を
進
ロ
モ

V
聞
い
介
わ
せ
ト
山
総
γ
ム
会
青
年
孫
、

総
九
州
郎
官
(
む
)
3
1
3
1

ι
事
関
一
鰻
韓
日
協
監
一
一
穣
一
議
闘
で

式
的
予
防
按
附
鴨
川
M
N
跡
前
僚
機
問
問
で
交
け

く
打
ん
ち
い
れ
級
品
一
兇
は
倖
時
機
関
闘
に

ん
協
ご
み
撚
が
納
践
し
て
あ
り
ま
す
の
で
、
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叩
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滋
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叫
に
く
た
め
、
年
内
記
開
幽
制
問
問
限
緩
織
の
公
績
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績
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廿
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が
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が
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